同文書院記念報 vol.15 編集後記 by 藤田 佳久
編集後記愛知大学東亜同文書院大学記念センターの「記念報」第十五号をお開けします。本号では、本間学長の御令嬢である殿岡民子様に、父上の本間学長と愛知大学を語っていただいた講演録を、まず掲載させていただいきました。殿問歳子様は、本間学長が東亜同文書院の最後の院長時代から、戦後すぐ愛知大学を設立され、愛知大学の学長にも就任されていた時代に事実上の秘書役を務められ、また父上である本間学長の愛情も一杯に受けながら育たれたため、本間学長を学長と 、父として、
そしてそれを通して当時の愛知大学についての情報や経験を沢山お持ちでありま




す。内容につ ては、ぜひお読みいただき、ご感想がありましたら、当センターへお伝え下されば幸いです。次いで、筆者の文章ですが、ここ三年間、霞山会のサポートにより、愛知大学と上海交通大学との問で 史実としての東亜同文書院研究をすすめてきましたが、その途中経過と 一．
00
六年十三月に上海交通大学で行なわれた最終報告会の様子につ
いて、紹介させていただきました。第二次上海事変 校舎を中国兵に焼か 書院が、隣接し疎開していた上海交通大学のキャンパスを借用し 東亜同文書院のキャンパスとして利用し ことがありまし 。それは色々手続き上の問題はありしたが、上海交通大学側にとっては不本意なことであ 、この件に関する
k
海交通大学側の視点は厳しいものがありました。
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